
  

 

 

 

 

◎対 象：学部生・院生 

  

◎貸 与 始 期：２０２１年１０月～２０２２年３月のうち本人の希望する月 
 

◎申請書請求：２０２１年９月７日（火）～１０月１５日（金）１７：００ 

 

◎貸 与 月 額：２万円～１２万円の１万円単位で選択 

 

 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書類提出期限 
（学生が大学へ提出） 

※不備が無い状態 

 
スカラネット入力期限 

（学生が入力） 

 

マイナンバー郵送期限 

（学生が機構へ郵送） 
奨学金初回振込日 

9月17日（金）17：00 9月24日（金） 9月30日（木） 11月11日（木） 

10月18日（月）17：00 10月22日（金） 10月29日（金） 12月10日（金） 

※ 第二種奨学金は、有利子の貸与型奨学金です。 学生支援課 

TEL：083-252-0289（平日 8：30～17：15） 

「進学後に申し込む（在学採用）」 

↓↓↓機構ＨＰへ（リンク）↓↓↓ 

申請には、申請書類の請求が必要です。 

希望者は学生支援課までお越しください。 

また、期限後の受付はできませんので、お早めにご申請ください。 



            

 

 
 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 
 

 

通学形態 
給付奨学金月額（授業料減免額） 

第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分 

自宅通学 29,200 円（全額） 19,500 円（2/3 免除） 9,800 円（1/3 免除） 

自宅外通学 66,700 円（全額） 44,500 円（2/3 免除） 22,300 円（1/3 免除） 

書類提出期限 
（学生が大学へ提出） 
※不備が無い状態 

 
スカラネット入力期限 

（学生が入力） 

 

マイナンバー郵送期限 

（学生が機構へ郵送） 
奨学金初回振込日 

9月17日（金）17：00 9月24日（金） 9月30日（木） 11月11日（木） 

10月18日（月）17：00 10月22日（金） 10月29日（金） 12月10日（金） 

 
※生活保護を受けている生計維持者と同居している人および児童養護施

設等から通学する人は給付月額が表とは異なり、第Ⅰ区分（33,300 円）、

第Ⅱ区分（22,200 円）、第Ⅲ区分（11,100 円）となります。 

※ 現在受給中の方は再度お申込みする必要はありません。 

給付奨学金に採用された場合は、併せて授業料の減免を受けることができます。 

←←まずは「進学資金シミュレーター」で  

どの支援区分に該当するかチェック 

してみましょう！ 

学生支援課 

TEL：083-252-0289（平日 8：30～17：15） 

「進学後に申し込む（在学採用）」 

↓↓↓機構ＨＰへ（リンク）↓↓↓ 

◎対 象：学部生 

◎給 付 始 期：２０２１年１０月開始 

◎授業料減免：２０２１年後期分より 

◎申請書請求：２０２１年９月７日（火）～１０月１５日（金）１７：００ 

◎給付額および授業料減免額 

申請には、申請書類の請求が必要です。 

希望者は学生支援課までお越しください。 

また、期限後の受付はできませんので、お早めにご申請ください。 



まだ、給付型奨学金をあきらめないで！
以前、給付型奨学金の申込みをしたものの、家計基準を理由に不採用だった方へ

50歳 50歳 18歳 16歳 51歳 51歳 19歳 17歳

2020年の予約採用に申し込んだとき

家計基準を
満たしません

家計基準を
満たします

※ 上記は４人世帯の場合の一例です。基準を満たすこととなる年収の金額は、世帯の構成や年齢等によって変わります。 上記の例では、世帯収入が減少したことや、年齢の変化に伴う扶養控除
の変化により課税標準額が少なくなったために家計基準を満たすことになりました。なお、学業成績等、家計以外の基準により採用されない場合もあります。

2019年中の世帯収入
４００万円

2021年秋の在学採用に申し込んだとき

【申込みのタイミングで審査結果が変わる例】

家計基準を満たすかは、「進学資金シミュレーター」でチェック！

2020年中の世帯収入
３７０万円

以前、給付型奨学金の申込みをして、家計基準を理由に不採用となりました。もう、給付型奨学金は
利用できないのでしょうか？

高等教育修学支援新制度

住民税の情報に変化がない場合でも、
最近になって家計が急変した事由があ
れば、別途、緊急採用枠で随時申し込
むこともできます。

住民税情報
更新

過去に不採用になっても、その後の在学採用に再度申し込むことができます。審査に用いる
住民税の情報は毎年夏に更新されるため、次に申し込めば採用される可能性があります。




